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１．概要（Summary） 

架橋カーボンナノチューブの表面に有機分子を吸着さ

せ、分子吸着がカーボンナノチューブの光物性に与える

影響を調べた。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、クリーンドラフト潤沢超純

水付、高速シリコン深掘りエッチング装置、ステルスダイサ

ー 
【実験方法】 

電子線描画により Si ウエハにトレンチのパターン

描画し、ICP ドライエッチィングを行うことでトレン

チを形成する。クリーンドラフトにおける薬品処理に

よりレジストを除去する。その後、触媒のパターンを

電子線描画により形成し、ステルスダイサーによって 5 
mm 角のチップに分割する。CVD プロセスによりカー

ボンナノチューブを成長させる。その後、真空蒸着器

を用いてカーボンナノチューブに銅フタロシアニン

(CuPc)分子の吸着を行い、その発光特性を調べる。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
CuPc 分子が吸着した架橋カーボンナノチューブを窒

素雰囲気下に置き、共焦点顕微鏡を用い発光励起スペク

トルを測定した。その結果、CuPc が吸着することでカーボ

ンナノチューブの発光波長が長波長シフトすることが分か

った(Fig. 1)。 
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Fig. 1 (a), (b) Photoluminescence excitation 
spectrum for a single carbon nanotube 
before and after the adsorption of CuPc 
molecules, respectively. 


